
【研究論文】

近代中国の国語教育における 「触発」の原理と方法

1930年 代の教育小説を中心に

鄭谷心

1.は じめに

本稿は、近代中国を代表す るような国語教育者であ

る葉聖陶(18944988)が 国語教育において提唱 した

基本的な方法論である 「触発」について、その特質を

明らかにすることを試みる。そこから、近代中国にお

いて葉の理論が どのような意義 と課題 を持 っていたの

かを示す。

1919年 以 来、中国において 白話文運動1を はじめ、

国語教育改革運動が急速に展開されてきた。デューイ

(JohnDewey,1859-1952)の プラグマティズムが中国

の白話文運動に与えた影響が絶大であ り、国語教育に

おける生活重視 ・児童 中心の理論 と方法の多くがその

影響で生み出された。 この時期を代表する国語教育改

革者の一人が葉である。葉は、1920年 代 か ら1940年

代 までに 『中学校国語課程綱要(日 本の学習指導要領

に当たる)』の立案に参加 した り、国語教科書や教育小

説などを編著 したり、国語教育カ リキュラムの近代化

と科学化に大いに貢献 した と評されている2。

「触発」とい う言葉が葉によって初めて用い られたの

は、『文心:読 み書 きのス トー リー』3(以 下、『文心』

と記す)と い う教育小説の中である。1920年 代 か ら

1930年 代 にかけて、中等教育において生徒の国語力の

低下がますます問題視 されていた4。葉が編集者を担当

している 『中学生』の雑誌に寄せ られた読者投稿文に

は、中学生たちが自分の国語力を心配す る文章が数多

かった。例えば、誤字が多かった ことや作文は200字

か300字 しか書けないが 日記は千字以上書けたこと、

国語をどうやって勉強するのかがわか らない こと、作

文の成績はいつも不合格であることな どが挙げられ る。

このような国語教育の問題を解決する糸 口を示すため

に、『文心』は1933年 の 『中学生』に連載 され始め、

翌年に開明書店に よって単行本 として発行 され た。

『文心』において、児童生徒 が本を読んだ り、文章を

書いた りする際に、とりわけ 「触発」は重要な方法論

として挙げ られている。

この 「触発」にかかわる先行研究には、陳郁の研究

がある。陳は、「触発」が 『文心』を貫く根本的な理論 ・

方法であると指摘 している。『文心』における 「触発」

とは、ある物事に感 じて悟ったことか ら別の物事を知

ることであ り、場合 によって 「知識→知識」 「知識→生

活」「生活→知識」「生活→生活」に 「触発」 されると

いった異る意味があると述べている5。しかし、それぞ

れの場合 の 「触発」には具体的にどのよ うな意味や特

質をもっているのか、陳の研究においては明らかに さ

れていない。また、「触発」とい う方法論を通 して一体

どのような力を生徒 に身にっけてほしいのか とい う分

析視角は欠けている。そのため、知識 と生活の関係論

が論 じられるにとどま り、『文心』で示 された授業 と学

習の中身を具体的に捉えることによって、 「触発」の特

質を解明することに課題をかかえていた。

そこで、本稿では、教授 ・学習過程における 「触発」

の特質を、教育 目標を踏まえた上で、具体的な事例を

通 して明 らかにする。国語科 とい う学問と生活の間と

国語科の内部における 「触発」の事例だけではなく、

教科の枠 を超 えた 「触発」の事例にも注 目する。

2.「 触 発」の原理に関する検討

「触発」は本来、①物に触れて、発動 ・発射 した り

爆発 した りすること、②なん らかの刺激を与えて、行

動の意欲を起こさせ ることを意味する6。この 日常生活

における意味においては、中国語 と日本語は同 じであ

る。一方、陳の研究によると、教育の場合、「触発」は

ひとつの方法論 として中国では昔から捉え られていた。

それは、『周易 ・系辞上』における 「類推 を働かせる、
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一事を知って万事を察する(触 糞労通)」の意味であ り、

方法論 としては最初 に孔子が提唱 したとみな され る、

「四角な物の一隅を取 り上げて教えれば、それによっ

て他の三隅を類推 して理解するように、積極的に自分

で考 え求めること(挙 一隅不以三隅反,則 不復也)J7と

い う一節に表れている。 この方法を初めて国語教育に

導入 し、応用 したのが 『文心』であると明らかに され

てい る8。

葉によれば、「『触発』 とは、一っの事から類推 して

多くの事を感 じて悟 ることである。読書の時にある言

葉に触れ、それ が平 日に読んだほかの文章の内容 に関

連があるよ うに感 じた場合 は、『触発』である。自分の

生活 に重ね合わせた部分を発見 し、裏付けられたと感

じた場合 も、『触発』である。また、使お うとするある

理論の説明になるような事例を発見す ることも、『触

発』である。以上は読書の場合である。いままでに経

験 している物事に対 して別の意味を発見することも

『触発』であって、これは作文のいい材料になる」9と

い う。

つまり、読書にせよ、作文にせ よ、学習か ら新味を

出すために用い られるのが、「触発」の方法である。し

か しながら、 「裏付けられた」、「使お うとするある理

論」、 「作文のいい材料になる」といった言葉は、明ら

かに感 じて悟る意味に止ま らず、感 じて悟ったことを

様々な生活場面において活かすことができるとい う教

育 目標を暗示 している。また、上記の 「触発」の解釈

には孔子が提唱 した類推の方法と共通する部分が存在

するだけではなく、「自分の生活に重ね合わせた部分

を発見 し、裏付け られた」こと=例 証、「使お うとする

ある理論の説明になるような事例 を発見すること」=

説明、「いままでに経験 している物事に対 して別の意

味を発見すること」e解 釈、などの認知のプ ロセスと

方略 も示されている。

1940年 、葉 が 『中学校国語課程綱要』(日 本の学習

指導要領にあたる)の 教育 目標 について、「国語は公民

科や道徳教育になってはいけない。内容上では教育的

意味を考慮す るが、方法上では、国語を教科 として設

立 した本旨、いわゆる、読み書き能力の育成 とい う本

来の 目的を忘れならぬ」10と 主 張 した。つま り、葉

は、国語科の教育内容では訓育と陶冶の統一を目標 と

して捉えることができると認める一方で、教育方法 と

しては、知識 と技能を習得 させる働 きである陶冶を 目

標 として位置付けるべきであると強調 している。従っ

て、この陶冶の目標を実現す るための重要な方法 ・手

段 として 「触発」が提唱 された。

では、具体的にどのような方法論がイメージされて

いるのか。まず、場合によって 「触発」の内包が異な

るとい う先行研究を検証するために、『文心』における

具体的な事例 を、生活 と知識 とい う関係論ではなく、

教科と生活、教科内、教科間の3つ の場合に分けて検

討するti。この分け方にす ると、「触発」の事例 は 『文

心』か らもっとも抽 出しやすいからである。また、教

科 と生活の場合を さらに詳 しく分けると、生活から国

語科への 「触発」、と国語科か ら生活への 「触発」の2

つ の場合に分類することができる。次に、これ らの場

合それぞれの典型的な事例を取 り上げて、「触発」の原

理の内実に迫 っていきたい。

表1『 文心』の各章における 「触発」の類型

注:① 教科と生活の場合

ア。 生活から国語科への 「触発」(8例)

イ.国 語科から生活への 「触発」(8例)

② 教科内における 「触発」(9例)

③ 他教科 と国語科との 「触発」(3例)

章構成 章で描かれている触発の種
類

第一章 急に大人と昔

の人になった ①ア

第二章 邊圭 ①イ
第三章 題目と内容 ① ア、 ②

第四章 一通の手紙 ①イ
第五章 小さな本棚 一

第六章 知と情意 一

第七章 日記 一

第八章 詩 ①イ

第九章 文章病院 ①ア

第十章 印象 ①ア

第十一章 言葉に対す
る認識

一

第十二章 台本 0
第十三章 触発 ①ア、①イ

第十四章 読み声 ①イ

第十五章 昔の本を読
む時の騒動

一

第十六章 現代の習字  

第十七章 語彙と語感 0
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'
第十八章 万事順調 0
一

第十九章 「文字のな

い本を読みた

い」

 

一

第二十章 小説と叙述
文 0

'
第二+一 章 語調 ① ア 、 ②

第二十二章2っ の詞が

歌われるメロ
ー
ア イー

① イ 、 ③

第二十三章 白話詩 ①ア

第二十四章 推敲  

第二十五章 読書筆記 一

第二十六章 修辞の講演 ① イ 、 ②

第二十七章 文章の組み
立て ①ア、②

第二十八章 文学史に関

して
一

第二十九章 習作、創作、

応用
0

第三十章 鑑賞座談会 0

第三十一章 文章様式の
研究 ①イ、②

第三十二章 最後の授業 一

(表1は 葉聖陶、夏再尊 『文心一読み書きのス トーリー』

開明書店、1934年 を基に筆者作成.下 線部は典型的な事例

として本文において紹介されている)

3.カ リキュラムと 「触発」の事例

1922年ll月 に、北洋軍閥政府の教育部 「新学制」

(「壬戊学制」)が 公布 され、新学制課程標準起草委員

会(以 下、起草委員会 と略す)が 全国教育連合会によ

って組織 され、葉がそこで 『初級中学校国語課程綱要』

13)(以 下、『綱要』 と記す)を 起草 した。『綱要』によ

る中学校国語カ リキュラムには、次の4点 の特徴があ

ると指摘できる。第一は、教育 目標 として、「生徒に自

由に思考を発展す る力を身につけさせること」な ど、

つま り、能力育成を重視する点である。第二は教材面

において、教科書を使わずに、規定の叢書 ・選集や文

集の範囲内に教師が自由に教材を組織する点である。

第三は、教授 ・学習内容面において、これまで 「読書」

と規定 され た基本科目を 「精読」12と 「略読」13とい う

2項 目に区分 し、作文のカテゴリに 「定期的演説 ・講

演」と 「定期的文法討論」を取 り入れた点である。第

四の評価において、「普通の実用文が作れ、その意図が

明確であり、文法の大きな誤 りがないこと」などの卒

業最低限の水準が明文化 されている点である。

1930年 代 に南京国民政府が成立 し、何回も 『綱要』

の改訂を行った。それに対して、葉は 「封建的で、考

えることができぬ国民を育てて しまう」14と批判 した。

ゆえに、葉の描いた 『文心』における 「触発」の事例

は基本的 に新学制を擁護 した 『綱要』に即 したものと

みてよいのである。次に、『文心』における具体的な授

業例や学習例を取 り上げて検討する。

(1)教 科 と生活の場合

ア.生 活か ら国語科への 「触発」

『文心』において、生活から国語科への 「触発」と

して見 られる事例は8つ 挙げられ る。その中に、次の

ような授業場面が描かれている。 中学校1年 生にとっ

て初めての定期的作文の授業であった。主人公 として

登場 している国語教師の王先生は、従来の学校におけ

る定期作文の練習を「どうしようもない方法」といい、

作文の題 目と内容の関係にっいて説明した。すなわち、

「書 きたいものが 『内容』 と呼ばれ、内容を分かりや

す く示す ものが 『題 目』 と呼ばれ る。 この順番で行 く

と、必ず書 きたいものが先にあって、次に題 目が出る。

これまでの作文練習では、題 目を出 してか ら内容を考

えるのは本末転倒ではないか」 と問い返 した。 しか し

ながら、王先生は、たとえ作文練習 として も、生徒側

は作文が生活から由来するもの とい う点さえ分かれば

作文に対す る態度が違って くることと、教師側は、生

徒の実際の必要に応 じるように作文のテーマを与える

ことが重要であるとす る。

続けて、王先生は 「新秋の景色」 「母校の先生への

手紙」とい うテーマを黒板に書いた。この中から書き

たいほ うを選択 し、 もちろん両方書きたかったら両方

書いてもいい といった。その後、1つ 目のテーマにつ

いて、「みなさん、秋に入ってどんな実感 があるのか」

と質問し、「夏には朝 しか咲かない朝顔の花が最近、午

前10時 まで咲いている」と生徒の一人が答えた。2つ

目のテーマについて、「小学校 において6年 間一緒に

過 ごした先生に手紙を送るなら、 どんなことを伝 えた

いのか」 とい う質問から、生徒の感情を動か し、書 く

意欲を引き出 した。 ここにお ける重要なポイン トは、

「内容」は 「題 目」より先にあるため、教師は生徒 と

共に生活 を過 ごしている うちに、生徒たちの様子をよ
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く観察し、彼 ら一人一人の実態や心情に合わせて書く

テーマを提示 してい くことが大切であると考えられ る。

作文の場合だけではなく、生徒が文学作品を読む時で

も、 自らの生活体験 と経験者の助言を通 して文学的な

境地 と情緒を楽 しむことができるようになったとい う

事例 も挙げられる。例えば、「精読」にあたる学習場面

の一つが次のようである。2人 の生徒が家で一緒に魯

迅の 「秋夜」を予習す ると、なかなか意味をつかめな

かった。そこで、国語教師であった一人の生徒の親が、

秋の夜空をよく観察 し、その場に身 を置 くように感 じ

ようとア ドバイスした。すると、2人 が自分の経験 し

た深秋の夜空と周 りの風景を思い出 し、「秋夜」に共感

す ることができるようになった。一方、「秋夜」の情景

描写に魯迅の内面的な経験 と情感(例 えば、1920年 代

の社会における生活、当時の社会への絶望や希望が交

えた情感)が 移入 しているため、生徒がどうして も理

解できない部分が存在 している。それに対 して、たと

えいま分か らな くてもそれでいい とい うコメン トが書

かれている。 ここには、著者 とは必ず しも一致 しては

いな く、読者 としてのそれぞれの個性 と発達段階を尊

重するとい う現代でも通 じるような児童中心的な考 え

方が示 されている。

なお、葉は知識を求める原動力がもともと児童 ・生

徒の中に存在すると認 めながらも、 「児童の知識 ・行

動 ・快楽を求める欲望を満たせる際に、かれ らの活動

を合理的 ・系統的な軌道に乗せ るよ うに導 く」監5と主

張 している。つまり、葉は、生徒の学習活動を、教師

との相互作用 としてとらえてお り、「触発」には、生徒

が 自分の生活経験から学習内容に積極的に共感するこ

と、かつ教師が生徒の反応を受け止め、発問や指導言

によって学習の方向づけをす ることの両方を含むべ き

であると考えている。

イ.国 語科か ら生活への 「触発」

当時の国語科において習得すべき具体的 ・個別的な

知識 内容 ・技能が実生活に役立つようになることは8

つ の章に反映 されている。

例 えば、前述 した作文授業の場面の始まりに、王先

生は 「私たちは、 どうい う状況下において、作文をす

るか」 と問いかけた。生徒の回答には、「友だちに情

報を交換 しようとするとき、手紙を書 くのが作文です」、

「自分の意見を公衆に知 らせるために、文章に変換す

れば、一人一人に教えるよりは便利です」「自分が植 え

たバ ラが咲いたとき、 うれ しくて 『バ ラが咲いた』 と

い う文章を書きま した」 「姉が病気 になった時、私がと

ても心配でしたが、『姉の病気』について書いたら、ち

ょっと楽にな りま した」 な どが挙げられてい る16。こ

れ らの回答 より、「作文 とは何か」とい うテーマの検討

に導 き、最終的に 「作文はどうでもよい文字の トリッ

クではなく、食べることや話す ことと同 じように、生

活の中での一項 目」であるとい う結論が生徒たちの中

か ら出されている。その上、王先生が付け加 えた 「其

の通 り、作文は生活の飾 り付けではなく、生活そのも

の」17であ るとい う言葉はそれ以降、葉の代表的な名

言 となった。つま り、作文は様々な生活場面における

情報伝達、文化伝承、感情表現、ス トレス解消などの

役割を担えるため、私たちは作文を書 く事によってよ

り良い生活を送 ることができるのである。 こうして、

作文が生活において自由に応用できることを目指 して、

文章を書 く必然性を確認す るのである。

また、 「漢字」(「 精読」)の 授業場面18にお いて、文

言用語 と白話用語の区別についての自由討論が挙げら

れる。二者についてのもっとも重要な区別は漢字の性

質の変化である。すなわち、漢文には語尾の変化がな

いため、漢字や語の性質は一定ではな く、その文にお

ける位置によって変化するものが多い とい うことが授

業の中で確認された。放課後、主人公の子 どもたちが

家の帰 り道に店の看板、町や道路の名前を見て、漢字

や語の使 い方の変化について感 じて悟ったことを話し

合 うシーンも描かれた。ここでは、授業の中で学んで

きた漢字の性質変化の意味を本当に理解 し、それを自

分の文づ くりに活かすために、 自分の生活環境 に興

味 ・関心を持ち、注意深く観察することが大切である

と示唆 されている。

こうして、教科学習を通 じて生活に対す る関心 ・意

欲が高ま り、また生活を通 して教科学習が深まること

が 「触発」の効果であるといえる。この場合の 「触発」

は、応用がキーワー ドとなる。 これは、生活 と切 り離

された訓練のみを重視する従来の陶冶の仕方 とは異な

って、実生活 と社会にっなげるような具体的 ・個別的

な国語科の知識 ・技能の獲得を目指す実質陶冶のこと

を意味す る。
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(2)教 科 内における 「触発」

『文心』には、次のような先生の言葉が書かれてい

る。「お前たち、いずれ大人になるだろ う。今の うちに

思考力、想像力を一定の レベルに伸ば さないと、将来

の生活についていけなくなるよ」19。 ここでは、将来

の生活を見据 えて能力育成を教育 目標 として映 し出さ

れている。

例えば、第17章 「語彙と語感」では、「定期的演説 ・

講演」の科 目にあたるような講演の事例があった20。

杜振宇 とい う普段 目立たない生徒は、なぜ作文が上手

になったのかについて述べている。「僕の作文の工夫は

主に語彙の蒐集 と比較にある。最近、僕は本を読む時

や一人で考える時、一つの単語を見 るたびに、す ぐこ

の単語の関連語や類義語を連想 し、頭 の中で系列を作

るのである。た とえば、『学習』とい う単語を見ると、

『練習』『研究』『討究』『調査』『努力』などの関連語

を思い出す。『怒 る』とい う単語を見ると、『憤 る』『恨

む』『腹をたてる』『むかつく』『うれ しくない』等の類

義語 を思い出す。[中 略】同じ系列 下において、 どの単

語の使用範囲が一番広いか、 どの単語の語気が一番強

いかなどについて比べ、一つひとつの単語の特徴 を調

べながら明らかにする。これ らの系列はすべて心の中

の語彙に編入 し、単語 を使お うとする時に、まず語彙

の系列 を考え合わせて判断 し、取捨選択する。このよ

うなことができるのはまさに 「触発」の成果であると

いえる」21

そ の後、王先生は語彙を豊かにするには、杜の方法

が参考になると評価 した。 しかもそれだけではなく、

本当に使われている語彙は地域と社会階層によって異

なるため、その地域やその社会階層に伝わるような語

彙を使い分けしなければな らない。 さらに、類義語の

中では、微妙な情緒的な相違が存在するため、それ も

区分 しなければならないのであると加 えて説明 してい

る。

ここには、①国語科における単語 と語彙、語彙 と語

感が相互に 「触発」できる、②語彙を系列化 ・区分化

する思考のプ ロセスと方略さえ身 につければ言語感覚

が形成 され る、とい う「触発」の成果が示 されている。

ここにおける 「触発」のキーワー ドは連想である。す

なわち、教科内における 「触発」は、知識内容そのも

のよりも、連想、類比、判断などの精神的な働きが重

視されていると考えられる。従来の国語科における教

科学習は暗唱や反復練習が中心的に行われてきたのに

対して、「触発」による教科学習は思考のプロセスと方

法に重点を置く形式陶冶への転換を示した。

(3)他 教科 と国語科との 「触発」

『文心』において、教科の枠 を越えた場合の 「触発」

にあたる章は少ない。 しかし典型的な事例 として、他

教科 と国語教育とが相互に 「触発」 しているような事

例が第18章 において詳細に描かれている。

それは、王先生の職員室に行われた好き嫌いはどの

ように克服するか とい う討論会の場面である。教科 に

は絶対的な壁がない ことを説明するために、文学好 き

な志青君は数学を担当する沈先生の授業を挙げている。

とりわけ、課題を解いた後に沈先生が付 け加 えた説明

に注 目す る。「この課題 の要 旨は、とにかく授業の始ま

る時間を算出することです。 これは、文章の中心思想

のような ものです。課題の文脈の7時25分 に家から出

発すること、1分 間に50歩 を歩 くこと等 を、作文の材

料 にたとえることができます。 ただ し、中心思想と材

料があっても、必ず しも文章を書けるわけではないで

す。まずは、材料を選択 ・分類 しなければな りません。

それぞれの材料の関係性 を見出 して、グループとして

整理 したほうが良いのです。そ して各グループの材料

をどこに、 どのように使 うことを自分で決 めなければ

なりません。中心思想が捉 えられたうえで、一つの見

方に拘 らず、プラスやマイナスな ど多様な角度から材

料を分析 ・活用することが重要です。今回の 『A君 が

授業開始の7分 前に足を止めたとしたら(資 料1の 下

線部参照)』とい う仮説はマイナスな角度から材料を活

用する例です」22。 この事例 を聞いた王先生は、 「算

数 ・数学は思考力を鍛 える教科で、算数 ・数学に関連

した作文法は、とりわけ論文を書 くときに応用され る」

23と コメン トした
。

資料1沈 先生の数学の授業例

沈先生の算数の授業場面について描写は次のよう

である。最初に、「A君 は毎 日、午前7時25分 に家を

出て学校へ行きます。ある日、1分 間に50歩 を歩いた

ら、授業が始まる7分 前に教室に着きま した。翌 日、1

分 間に35歩 を歩 くことにしたら、今度 は5分 遅刻 しま
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した。A君 の学校の授業は、いつ開始す るのでしょう

か」 と課題が出された。

志青君は先生の指名で黒板 に解答 を書 くことにな

ったが、なかなか解 けなくて仕方なかった。ヒン トは、

歩数の差と時間の差に注 目することにある。沈先生が

開示 した解答例を次の ようである。 「2回の速度 とし

ての歩数の差が15歩 であ り、かかる時間の差は12分

です。いわゆる、A君 の場合は、1分 間に15歩 少 なく

歩 くと、12分 遅れ ることにな ります。ある仮説を立て

ます。もし5分 遅刻 した 日にA君 が授業開始の7分 前

に足を止めたとしたら、学校までは 『12分 ×35歩=

420歩 』残っています。この420歩 は1分 ごとに15歩

少 な く歩いたか らたまったもので、授業開始の7分 前

までに、A君 は、『420歩 ÷15歩=28分 』 で、28分 歩

きま した。 出発時間は7時25分 なので、『25分+28

分+7分=60分 』 です。つまり、A君 の学校の授業開

始時間は8時 です」 この説明を聞いた ら、志青君はや

っと分かった と述べた。

(資料1は 葉聖陶、夏巧尊、前掲書、開明書店、1934

年 、p.122を 基 に筆者作成)

この事例か ら、数学 と国語が互いに 「触発」できる

点に焦点をあてて考察す る。まず、数学課題の場合、

限 られた情報の中で、情報の関係 を整理 した うえで、

いろいろな側面か ら足 し算、引き算、掛け算、割 り算

に関する知識 と技能を活用することが求められた。論

文の場合、あるテーマについて材料を収集 してから、

既有知識のもとで文章構成や材料の関連付けを行い、

様々な側面か らの分析 、解釈、評価などの方略を使 う

ことになる。つまり、両者は、①最初に困難で迷いが

生 じるような課題があるとい う点、②新 しい材料や情

報を取 り出す必要がある点、②材料や情報の関連性に

ついての発見 と、問題解決に向けた材料 ・情報 ・仮説

の組み立ての方略が必要であるとい う点において類似

してお り、教科間における 「触発」の方法論の特徴で

もあるといえる。

数学 と作文における 「触発」の例に続き、同討論会

では、美術の授業において、絵画の 「背景」の知識が

小説の背景 を鑑賞する時に役立つことと、構図の遠近

法か ら文章の景色描写における遠近を感 じ取 った事例

が挙 げられている。また、英文漢訳によって国語への

理解が深まった事例 も中学生たちによって挙げ られて

いる。要するに、「触発」には、教科を越える形式陶冶

が反映 されてお り、一つの知識 ・技能 を修得 したこと

によ り、他の知識 ・技能をより効率的に習得できるよ

うになるとい う学習の転移が含まれている。それだけ

ではな く、新 しい発見として教科間の繋が りと 「触発」

の成果を自ら探究 してい くことが求められている。

4.特 質 に関するま とめ

「触発」には、次のような4つ の特質が備わってい

ることが明らか となった。

第一に、教育 目標 として、実質陶冶 と形式陶冶を両

方 とも実現 させ ようとする点である。国語科から生活

への 「触発」は、実生活の中で役に立っよ うな具体的 ・

個別的な国語科の知識 ・技能の獲得を 目指す実質陶冶

を 目標 とする。一方、教科内と教科間における 「触発」

の場合、従来の国語のあ り方である暗唱や反復練習に

よる陶冶から、思考のプロセスと方法に重心を置 く形

式陶冶への転換を示 した。 とりわけ、他教科 と国語科

との 「触発」には、教科の枠を越えた学習の転移 が示

されている。

第二に、方法論 としては、読み書き生活における類

推 ・例証 ・説明 ・解釈のような場合だけではなく、共

感、連想、応用、転移などの認知方略も包摂されてい

ることである。教科 と生活、教科内、教科間の各典型

的な事例 において、文学作品から得る共感、漢字が実

生活における応用、類義語 と関連語についての連想、

数学課題 と論文作成 の間の転移がそれ らの 「触発」の

キーワー ドとして浮かび上がっている。こ うした 「触

発」の方法論は、葉 自身さえも意識 していない様 々の

認知方略との共通性 と関連性を表 しているといえる。

第三に、授業や学習における主体についての学習者

の能動性 と教師の指導性のバランスを取ろ うとす る柔

軟性 である。1920年 代 からの児童中心主義的な新教育

運動において、子 どもたちの能動性が極めて重視 され

てお り、教師の指導性が逆に軽視 されがちであった。

しか し、『文心』における生活から国語科へ 「触発」す

る事例によると、生徒が自らの生活経験か ら出発 して

能動的に知識 ・技能 を学ぶ姿勢が重要である一方、教

師が生徒たちへの働 きかけが不可欠であることがわか

った。

第三は、適用範囲としては、学問 と生活の枠を越え

た汎用性である。『文心』の最終章において、「教育の

最終 目的は全生活の改善です。[中 略]学 習の成功 と失

敗の判断基準は、各教科を学ぶ ことによって、 自分自

身を本当に充実させ られたのか、いつ どこでも活用で

きるようになったのかにある」24とい う言葉のように、

「触発」には、教科学習の目的を実生活と直結 させ、

学習者の 「求之干己」25、 いわゆる、自己評価 を重視
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した児童本位的な立場が示 されている。 とりわけ、教

科 と生活における 「触発」の事例 より、生活文脈 と切

り離 された従来の国語教育と相反 し、実生活 と一体化

した読み書き生活 とい う文脈設定を重視 した新たな国

語教育のあ り方 を示 した といえる。

5,お わ りに

以上、本稿は、「触発」の理論 と背景を踏まえた上で、

具体的な事例を通 して、『文心』における 「触発」の特

質を明らかに した。2.に おいて 「「触発」の異なる場

合の意味を明 らかにす るために、『文心』における 「触

発」の事例 を、①教科 と生活、②教科内、③他教科と

国語科 との 「触発」の3つ の場合に大別 した。 さらに

①の場合をア,生 活から国語科への 「触発」 とイ.国

語科から生活への 「触発」の2つ に分類 した。3.に お

いて、『文心』に対応す るカ リキュラムの特徴 を意識 し

た うえで、それぞれの場合の典型的な事例を取 り上げ

て検討 した。(1)ア,で は作文の授業例 と精読の予習

例を通 じて、「触発」には生徒 に共感 させ るよ うな教師

の働きかけが重要であることを検討 した。イ.は 作文

の意義の確認 と漢字の学習 ・応用例を通 して、生活 に

おける具体的 ・個別的な知識 ・技能の応用が 「触発」

における重要 なポイ ン トであることを明らかにした。

(2)で は 、生徒一人の演説の内容によって、「連想」

などの認知方略を使 うことが 「触発」においても、国

語科における創造的思考力を育成す るためにも重要で

あることを示 している。(3)で は、数学課題を解 くこ

とと論文を書 くこととの 「触発」例を取 り上げて、思

考のプ ロセスと方略に類似性を意識することによって

学習の転移 が存在することを指摘 した。

こうして、葉 らは、従来の生活文脈 と離れた道徳主

義 ・形式主義の国語教育か ら、生活における国語科 と

いう文脈設定を重視 した新たな国語教育への転換を示

した。 「触発」の原理 と方法論は、生活と学問及び学問

の間の壁を砕け、国語教育の近代化を促進 した点にお

いて、積極的に評価 されるべきであろ う。そこには、

今 日において も継続する国語教育の本質的な観点が含

まれてお り、示唆に富んでいる。

『文心』 に提唱 された 「触発」について、中国にお

けるその後の理論 と実践の展開の記録が残 されていな

い。 しか しながら、たとえ 「触発」とい う言葉を使 わ

なくても、その学習の方法が今 日の国語教育に何等か

の形として残 されてお り、絶えず進化していると考え

られる。今後の課題 は、これまでの葉の総合的授業 ・

学習の理論 ・実践の熟成過程を明 らかにし、 「触発」の

方法論を今 日の教育に照らし合わせつつ検証すること、

お よび葉 と同年代の国語教育改革者の理論 と実践を取

り上げてその独自性 を明らかにすることである。

注

1中 国近代の口語文運動
。広義に解 して、清末の維新
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それは,民 国時代の 〈国語〉を経て今 日の 〈普通話(プ

ー トンホワ)〉に至る近代国民国家としての共通語の形

成運動 と互いに規定 し合いながらその最も重要な一部

をなしたものといえる(世 界大百科事典 第2版)。

2顧 黄初 「葉聖陶国語教育活動70年 」《揚州師院学報》

第34号 、1982年 。

3『文心』は17万 字 であ り
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7『 論語』の第七編の 「述而第七」に記 された孔子の

言葉である。
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、生活 と知識の関係で分類 され

ていたが、本論の分類により、 「触発」にはそれ以外

の内容 も含まれていることが明らかになる。
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お り、具体的な作業とい うのは、教師の選んだ一種の
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新潮雑誌社、1919年 、pp.40-41。
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、夏巧尊、前掲書、1934年 、p.23。

17同 上
、P.24。

18同 上
、pp.8-13。 当 時の授業形式は、一斉授業であ

りながら 「生徒は能動的に文章を読んだ り、解釈 した

りして、教師は質問した り補足したりする形で生徒た

ちを導いていく」 と描かれている。

19同 上
、p.8。

20『 綱 要』にお ける 「定期的演説 ・弁論」の科 目にあ

たる。 『文心』によると、この科 目は、テーマ と発表

する生徒を予め指定する特定講演 と、その場 で誰かを

指名 して自由に発表 してもらう自由講演 とい う二種類

か らなる。

21葉 聖陶
、夏巧尊、前掲書、1934年 、pp.81-82。

22同 上
、p.122。

23同 上
。

24葉 聖陶
、夏巧尊、前掲書、1934年 、pp.238-240。

25葉 が 『作文論』において修辞のような技術方法を使

うポイン トとして、 「①求めるものは自らの中にある

とい うこと(求 之干己)と 、②その効果を見積 もると

い うこと(佑 定敷力)」 を推奨 している。すなわち、学

習方略の使い方において も、 自分の中で判断 ・評価の

基準を持ち、それによって自分の学習をコン トロール

した り学習効果を見積 もった りす ること、いわゆる自

己評価能力が重要視 されている。 このような『作文論』

における見解が 『文心』においてそのまま取 り入れた

場合が多いため、 「触発」論の形成が 『作文論』 と深

くかかわっていると考 えられる(葉 聖陶 《作文論》商

務 印書館、1924年 、p.356)。
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